
　議会報告会は、議会活動の見える化を目的に
市民に対し、報告を含めた意見交換を行う場と
して開催したものです。
　初めての取組ということで、準備委員会から
立ち上げ、実行委員会を経て、当日は17名の
議員参加のもと19名の市民に参加していただ
きました。
　内容として、第１部で各常任委員会委員長に
よる報告を行い、第２部ではテーマを「白岡市
の将来～市に求めるもの～」として、市民を交
えてグループディスカッションを行い、発表を
していただきました。
　今後、参加者からのご意見等を踏まえ、より
一層市民に開かれた議会となるよう努めていく
とともに次回の報告会に生かしてまいります。

　　　　　　　　　　　　委員長　黒須大一郎
　総務常任委員会の議会報告は、「市のお金の
話」と題して４年度一般会計当初予算での資金
繰り等について、市の金庫に現金がいくらある
のか等資料を用意して説明しました。

　　　　　　　　　　　　　委員長　斎藤信治
　４年度に実施される事業のうち３項目につい
て報告しました。
①　教育支援センターの強化・拡充
②　子どもの居場所拡大
③　福祉の総合相談窓口を福祉課と社会福祉協
議会に新設

　　　　　　　　　　　　　委員長　加藤一生
　４年度に実施される事業について報告しまし
た。
①　オープンガーデン白岡への支援、駅周辺空
き店舗出店支援事業

②　強い農業・担い手づくり総合支援事業
③　白岡駅西口駅前広場の代替地としての白岡
駅西口会議室の活用、立地適正化計画策定

④　水路施設補修事業、6184号線外（小久喜）
道路改築事業（南小北側の側溝敷設、車歩
道分離化）

参加者の声
・色々な方の意見を聞けてよかったです。
・市民にとって議会を身近にするよい機会
だと思います。
・手話通訳もあり、初めてとしてはよかっ
たと思います。
・文教厚生常任委員会のようにプロジェク
ターを利用して説明した方がわかりやす
かった。
・可能であれば10代～80代色々な方の参加
があれば良いと思う。

初めての
白岡市議会報告会 　教育支援センターの所在地を篠津502番地３

に改める。また、業務のうち、「自立及び学校
生活への復帰」を「社会的自立」に改める。
問　学校に登校できない児童生徒に対し、学校
の教職員が対応することは、学校が児童生徒を
刺激することになり、なかなか難しい。誰がそ
の仕事をやるのか。そこが具体的に準備されな
いと、「社会的自立」を目指すことが単なる言
葉の変更にしかならないと思われるが、どのよ
うに考えるか。
答　文部科学省通知では、教員の不適切な言動
等が不登校の原因となっている場合は、保護者
等の意向を踏まえ、十分な教育的配慮を行うよ
うにとされている。教員との関係悪化から、学
校復帰が困難となる事例もあるため、教育支援
センターを重要な手掛かりとして進めていきた
い。

　文化財としての価値に鑑み、保存や活用の措
置が必要とされるものを市登録文化財として登
録し、文化財の保存活用の促進を図る。

　新型コロナウイルスワクチン４回目接種の実
施、自宅療養者用パルスオキシメータの送付等
とマイナンバーカード出張申請サポート事業の
ための専決処分を承認した。

　東部中央白岡宮代線橋梁築造（上部工）工事
請負契約の変更契約を締結する。
問　当初設計の段階で今回の変更内容は予測で
きなかったのか。
答　全体の工程や大まかな工事内容は問題ない
ものの、詳細な点については、現場に着手する

段階まで見落としていた部分があり、今回の変
更が生じた。今後このようなことがないよう当
初設計から十分に検討した上で、工事を実施し
ていく。

　子育て世帯生活支援特別給付金給付事業とし
て、歳入歳出それぞれ4947万２千円を追加した。

　旧庁舎跡地貸付料、ヤングケアラー支援事業、
証明書等のコンビニ交付システム等の予算とし
て歳入、歳出それぞれ4831万６千円を追加した。
問　ヤングケアラー支援に当たり、関係機関や
団体との支援体制についてはどのように考えて
いるか。
答　ヤングケアラー支援の中で支援体制をどの
ようにするかが大きな課題であると認識してい
る。まず、ヤングケアラー支援体制の初段階と
して、ヤングケアラーを早期発見し、相談を受
けることができるよう教職員等を対象にした研
修を考えている。
問　新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立
支援金は、申請から支給までにかかる日数はど
のくらいか。
答　申請後、課内で審査を行った後に振込手続
を行っており、最短で２週間程度での支給と
なっている。
　生活困窮者を対象としている事業であること
から、今後も可能な限り早急に支給できるよう
に対応していく。

　本件は、令和４年第１回定例会で修正削除さ
れた歳入の白岡市旧庁舎跡地貸付料を再議にか
けず、募集時に示した契約期間と違う契約を進
めていることは、不適切な事務執行で、かつ、
今回の事業内容は保育事業という建設整備費や
運営費にも多くの公金が費やされる契約事業を
随意契約といえる事務手続きで交渉を継続して
進めていたことも甚だ理解しがたい。
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教育支援センター条例の
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議案
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第１部　委員会報告

第２部　意見交換会
（17人の議員と市民がグループに分かれて）

東部中央白岡宮代線橋梁
築造工事の変更契約の締結
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議案
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❶原案に対する修正案が提出される
●提案理由●

文教厚生常任委員会報告

産業建設常任委員会報告

総務常任委員会報告

かんが

令和４年４月23日（土）
　生涯学習センター〔こもれびの森〕1階

　議会報告会実行委員長　　大島　　勉
　　　　同　　副委員長　　菱沼あゆ美
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